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日
本
現
存
『
類
合
』
及
び
関
連
資
料
の
考
察
（
一
）

楊

慧

京

は
じ
め
に

朝
鮮
王
朝
時
代
、
児
童
用
漢
字
学
習
入
門
書
と
し
て
『
千
字
文
』
の
次

に
用
い
ら
れ
た
の
が
『
類
合
』
で
あ
る
。
『
類
合
』
の
諸
本
系
統
に
つ
い

て
の
あ
ら
ま
し
は
安
秉
禧
氏
を
始
め
、
近
年
の
韓
国
で
は
孫
熙
河
氏
、
日

本
で
は
藤
本
幸
夫
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
類

合
』
に
収
録
さ
れ
た
標
目
漢
字
と
そ
の
漢
字
音
及
び
字
訓
の
テ
ク
ス
ト
研

究
も
進
ん
で
お
り
、
主
と
し
て
韓
国
語
史
研
究
の
貴
重
な
用
例
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
文
字
史
・
表
記
史
の
観
点
か
ら
の
分
析
と
な
る
と
、
十
分
に

な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
日
本
に
所
蔵

さ
れ
る
『
類
合
』
の
伝
本
が
少
な
く
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
か

ら
の
受
容
の
全
貌
が
な
お
明
ら
か
で
は
な
く
、
国
内
諸
本
の
整
理
も
お
こ

な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
日
本
に
現
存
す
る
『
類
合
』
が
ほ
と
ん
ど
活

用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
は
朝
鮮
で
漢
字
入
門
書
と
し
て
使
わ
れ
た
『
類
合
』
に
つ
い
て
、

筆
者
が
現
在
確
認
で
き
た
日
本
現
存
の
諸
本
を
紹
介
し
、
そ
の
伝
来
の
経

緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。
あ
わ
せ
て
『
類
合
』
関
連
の
新
出
資
料
も
紹
介
す

る
。
た
だ
し
、
紙
面
の
制
約
か
ら
今
回
は
書
誌
情
報
に
止
ま
り
、
新
出
資
料

に
対
す
る
本
文
調
査
や
、
諸
本
間
の
異
同
に
関
わ
る
考
察
は
稿
を
改
め
る
。

一

『
類
合
』
と
そ
の
作
者
に
つ
い
て

「
必
先
千
字
、
次
及
類
合
」

1

『
類
合
』
の
成
立
と
刊
行
に
時
期
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い

（
一
）

。

藤
本
（
一
九
九
〇
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
「
中

宗
十
年
」
に
『
類
合
』
刊
行
に
関
す
る
記
録
が
あ
り
、
『
中
宗
実
録
』
十

二
年
（
一
五
一
七
）
丁
丑
四
月
戊
午
条
に
、「
千
字
已
畢
、
類
合
半
読
」（
世

子
が
『
千
字
文
』
を
す
で
に
終
え
、
『
類
合
』
を
半
分
読
ん
だ
）
と
い
う

日
記
の
記
録
が
あ
る
。
ま
た
『
訓
蒙
字
会
』（

二
）

（
一
五
二
七
）
の
序
に
「
臣

見
、
世
之
教
童
幼
學
書
之
家
、
必
先
千
字
、
次
及

類
合

」
と
あ
る
記

二

一

録
を
合
わ
せ
る
と
、
『
類
合
』
は
十
六
世
紀
前
半
に
は
王
族
や
両
班
ら
の

子
弟
の
識
字
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

朝
鮮
王
朝
で
の
『
類
合
』
に
類
す
る
初
学
者
向
け
の
漢
字
語
彙
集
に
は

右
の
『
訓
蒙
字
会
』（
一
五
二
七
）
の
他
に
、
柳
希
春

（
三
）

『
新
増
類
合
』（

四
）

（
一
五
七
六
）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
よ
り
古
く
、
中
国
・
梁
の
周
興
嗣
（
五

二
一
没
）
が
著
し
た
『
千
字
文
』
は
東
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
っ
と
も
よ
く
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使
わ
れ
た
識
字
教
科
書
で
あ
り
、
後
に
書
道
で
も
臨
書
の
教
材
と
し
て
使

わ
れ
た
。
一
句
四
字
、
計
二
百
五
十
句
千
字
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
式

で
は
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
「
知
識
人
と
し
て
の
最
低
限
の
教
養
と
し

て
知
っ
て
お
く
べ
き
故
事
や
成
語
な
ど
を
多
く
載
せ
た
」（

五
）

も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
背
景
文
脈
や
知
識
と
も
に
あ
る
『
千
字
文
』
は
、
朝
鮮
半
島

の
両
班
の
子
弟
と
い
え
ど
も
や
は
り
理
解
し
づ
ら
い
部
分
が
多
い
書
物
で

も
あ
っ
た

（
六
）

。

一
方
で
、
『
類
合
』
は
最
初
か
ら
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

（
七
）

も

の
で
あ
り
、
漢
字
を
類
目
ご
と
に
分
類
し
て
標
目
字
と
し
て
掲
げ
て
、
そ

の
下
に
朝
鮮
語
の
訓
と
音
を
並
記
す
る
簡
便
な
も
の
で
あ
る
。
『
爾
雅
』

の
よ
う
な
整
然
と
し
た
語
彙
分
類
で
は
な
い
が
、
「
数
字
」
「
天
文
」
「
地

理
」
な
ど
語
彙
の
類
が
取
り
合
わ
せ
ら
れ
て
ま
と
ま
り
を
な
す
『
類
合
』

の
本
文
は
、
『
千
字
文
』
に
比
べ
て
教
養
と
し
て
の
面
白
味
が
相
当
に
減

っ
た
の
も
事
実
だ
が
、
そ
の
分
、
関
連
語
彙
の
漢
字
を
通
覧
で
き
る
た
め

に
、
漢
字
と
い
う
文
字
を
習
得
す
る
実
用
面
に
特
化
し
た
も
の
だ
と
も
い

え
る
。
日
本
の
『
色
葉
字
類
抄
』
や
『
節
用
集
』
の
よ
う
に
必
要
に
応
じ

て
そ
の
都
度
用
い
る
字
書
と
い
う
よ
り
は
、
初
学
者
が
最
初
に
文
字
を
学

ぶ
に
際
し
て
、
関
連
語
彙
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
な
お
か
つ
基
礎
語
彙
と

で
も
い
う
べ
き
日
常
語
彙
を
中
心
に
し
た
文
字
学
習
教
材
と
し
て
あ
る
。

こ
の
点
で
『
類
合
』
は
、
朝
鮮
の
児
童
の
啓
蒙
段
階
で
最
も
適
切
な
漢
字

入
門
書
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、『
類
合
』
と
『
千
字
文
』

で
は
約
六
百
字
が
重
複
す
る
か
ら
、『
千
字
文
』
を
学
ん
で
か
ら
『
類
合
』

を
学
ぶ
中
で
重
複
し
た
六
百
字
を
復
習
し
つ
つ
、
新
た
に
『
類
合
』
に
よ

っ
て
九
百
字
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
た
め
、
「
千
字
已
畢
、
類
合
半
読
」
と

い
う
の
が
世
子
の
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
の
意
味
は
、
そ
の
高
い
学
習
効

果
を
認
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

朝
鮮
語
母
語
者
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
の
書
物
に
は
、
朝
鮮
漢
字

音
と
字
訓
が
よ
り
強
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
固
有
の
訓
読
を
知

る
上
で
大
き
な
価
値
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
学

習
者
の
日
常
生
活
に
合
わ
せ
て
、
方
言
に
由
来
す
る
字
訓
も
多
く
混
じ
っ

て
い
る
た
め
、
字
音
と
字
訓
の
表
記
に
異
同
が
少
な
く
な
い
。
利
用
者
に

よ
る
改
編
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
と
い
う
性
質
は
『
千
字
文
』
と
は
対
照

的
で
、
『
類
合
』
が
実
用
書
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
に
板
元
や
書
き
手
に
よ
る
漢
字
表
記
の
字
体
差
も
小
さ
く
な
い
。

作
者
に
つ
い
て

2

『
類
合
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
主
に
未
詳
説
と
徐
居
正

（
八
）

説
と
が
あ
る
。

『
訓
蒙
字
会
』
（
一
五
二
七
）
の
著
者
・
崔
世
珍
（
一
四
七
三
頃-

一
五

四
二
）
は
序
文
に
「
類
合
之
書
、
出

自

本
國

不

知

誰
手

也
」
と

レ

二

一

レ

二

一

記
し
、
『
類
合
』
の
作
者
は
未
詳
と
し
た
。
同
じ
く
柳
希
春
も
『
新
増
類

合
』（
一
五
七
六
）
の
序
文
で
「
臣
伏
観
、
類
合
一
編
、
出

於
我
東
方

、

二

一

不

知

誰
手

…
」
（
私
が
思
う
に
『
類
合
』
と
い
う
書
物
は
我
ら
が
朝

レ

二

一

鮮
王
国
に
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
い
っ
た
い
誰
が
書
い
た
も
の
か
は
わ

か
ら
な
い
）
と
記
し
て
撰
者
を
不
明
と
し
て
い
る
。
一
方
、
丁
若
鏞
（
一

七
六
二-

一
八
三
六
）（

九
）

の
『
雅
言
覚
非
』（
一
八
一
九
）
に
は
朝
鮮
王
朝

の
著
名
な
文
人
で
あ
る
徐
居
正
を
『
類
合
』
の
作
者
と
見
做
す
記
述
が
あ

る
（
十
）

。
ま
た
近
年
、
朝
鮮
王
朝
第
十
四
代
国
王
宣
祖
の
嫡
女
で
あ
る
貞

明
公
主
（
一
六
〇
三-

一
六
八
五
）
が
筆
写
修
補
し
た
『
類
合
』
が
紹
介

さ
れ

（
十
一
）

、
そ
の
跋
文
に
『
類
合
』
の
作
者
は
徐
居
正
で
あ
る
と
の
記
述

（
十
二
）

が
あ
る
。
こ
の
跋
文
を
書
い
た
の
が
貞
明
公
主
の
孫
の
洪
重
福
（
一
六
七

〇-

一
七
四
七
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
知
識
人
層
を
占
め
る
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両
班
の
中
で
も
広
く
徐
居
正
著
者
説
が
流
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
述
し
た

丁
若
鏞
の
他
に
も
出
所
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
の
研
究
史
に
お
い
て
は
作
者
に
つ
い
て
、
柳
希
春
と
崔

世
珍
よ
り
は
る
か
に
後
の
人
で
あ
る
丁
若
鏞
が
言
及
し
た
『
類
合
』
の
著

者
に
関
す
る
言
説
は
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
朴
亨
翌
（
二
〇
〇
四
）
の
見

解
が
あ
り

（
十
三
）

、
ま
た
藤
本
（
一
九
九
〇
）
は
、
博
識
で
好
書
家
で
あ
る

柳
希
春
と
崔
世
珍
の
文
で
あ
る
だ
け
に
『
類
合
』
は
朝
鮮
で
作
ら
れ
た
と

い
う
の
は
か
な
り
大
き
な
信
頼
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
、
徐

居
正
説
に
も
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る

（
十
四
）

と
い
う
主
張
も
あ
る
。
な

お
判
然
と
は
し
な
い
が
、
徐
居
正
説
を
否
定
す
る
積
極
的
な
根
拠
も
乏
し

く
、
か
と
い
っ
て
肯
定
す
る
資
料
も
な
い
現
状
と
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
は

作
者
未
詳
と
す
る
ほ
か
は
な
い
だ
ろ
う
。

二

『
類
合
』
諸
本

こ
れ
ま
で
の
諸
本
研
究

1

前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
『
類
合
』
は
韓
国
の
言
語
と
方
言
の
歴
史
を
研

究
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
で
は

『
類
合
』
に
関
す
る
最
初
の
研
究
論
文
は
方
鍾
鉉
（
一
九
六
三
）「
『
類
合
』

の
解
題
」
で
あ
る
。
こ
の
方
氏
論
文
の
発
表
当
時
、
韓
国
国
内
で
は
『
類

合
』
完
本
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
方
氏
は
日
本
で
資
料
調
査
を
す

る
際
に
『
類
合
』
完
本
の
存
在
を
知
り
、
『
新
増
類
合
』
と
柳
希
春
の
関

係
記
録
か
ら
『
類
合
』
を
紹
介
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
の
解
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
以
降
『
類
合
』
七
長
寺
本
の
韓
国
国
内
新
出
資
料
紹
介
の
論
文
は
あ

っ
た
が
、
資
料
単
体
の
紹
介
に
止
ま
り
、
系
統
的
な
全
貌
は
ま
だ
明
確
で

は
な
か
っ
た
。

一
九
七
一
年
に
李
基
文
が
『
訓
蒙
字
会
』
の
研
究
に
際
し
て
『
類
合
』

と
の
関
係
を
紹
介
し
、
当
時
『
類
合
』
に
言
及
す
る
場
合
は
『
新
増
類
合
』

と
単
巻
『
類
合
』
の
両
系
統
を
指
す
と
述
べ
、
単
巻
『
類
合
』
は
『
新
増

類
合
』
以
前
の
旧
本
だ
と
指
摘
し
た
。

一
九
七
二
年
刊
行
の
檀
国
大
学
校
附
設
東
洋
学
研
究
所
編
『
東
洋
学
叢

書
』
所
収
『
新
増
類
合
』
の
解
題

（
十
五
）

に
『
類
合
』
を
紹
介
し
て
初
め
て

諸
本
系
統
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
解
題
で
は
『
類
合
』
に
仙
巖
寺
本
、

七
長
寺
本
、
松
廣
寺
本
な
ど
十
余
種
の
伝
本
が
存
在
し
、
そ
の
中
で
「
康

熙
三
年
○
○
」
と
刊
記
が
あ
る
七
長
寺
本
が
最
も
古
い
と
安
氏
が
明
示
し

た
。
資
料
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
主
張
を
受
け
継
い
で
、『
新

増
類
合
』
を
「
新
増
本
」
、
そ
し
て
『
類
合
』
を
「
旧
本
」
と
称
し
た
。

そ
の
後
、
藤
本
（
一
九
八
六
）
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
漢
字
だ
け
で
書

か
れ
て
い
る
『
類
合
』
を
発
見
し
、
十
六
世
紀
後
半
（
壬
辰
倭
乱
前
）
に

で
き
た
と
判
断
し
、
見
出
し
字
の
異
同
か
ら
仙
巖
寺
本
、
七
長
寺
本
、
松

廣
寺
本
等
を
含
め
た
「
旧
本
」
系
統
に
属
す
と
述
べ
た
。
同
じ
く
藤
本
氏

は
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
で
き
た
と
推
定
で
き
る
三
種
の

刊
本
を
紹
介
し
、
そ
の
後
一
九
九
六
年
に
は
貝
原
益
軒

（
十
六
）

『
千
字
類

合
』（

十
七
）

は
漢
字
本
『
類
合
』
を
参
考
し
て
作
っ
た
書
物
と
指
摘
し
て
そ

の
出
版
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
安
氏
は
一
九
九
二
年
の
論
文
に
お
い
て
『
類
合
』

の
系
統
を
「
注
釈
本
」
と
「
漢
文
本
」
に
分
け
た
。
安
氏
に
よ
れ
ば
、
見

出
し
字
の
下
に
音
注
と
訓
を
施
し
た
注
釈
本
は
い
ず
れ
も
十
七
世
紀
後
半

期
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
漢
文
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
以
外
に
韓
国
国

内
の
寺
院
に
も
あ
る
が

（
十
八
）

大
東
急
記
念
文
庫
本
よ
り
後
代
の
も
の
で
、

数
字
「
百
」
と
「
千
」
の
表
記
を
大
字
「
佰
」
「
仟
」
と
し
た
点
か
ら
、
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漢
字
の
も
っ
と
も
正
し
い
字
体
を
示
し
た
の
が
大
東
急
本
と
霊
長
寺
本
で

あ
る
と
興
味
深
い
指
摘
を
述
べ
た
。
今
後
の
新
出
す
る
資
料
と
合
わ
せ
て

検
討
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
合
理
的
な
見
解
だ
と
思
わ
れ
る
。

崔
世
和
（
一
九
九
三
）
は
、『
類
合
』
に
は
「
諺
釈
本
」
と
「
漢
字
本
」

が
存
在
す
る
と
主
張
し
、
韓
国
に
現
存
す
る
刊
行
記
録
に
基
づ
き
、
未
詳

と
さ
れ
た
寺
刹
本
を
紹
介
し
、
無
刊
記
の
寺
刹
本
の
年
代
を
推
定
し
た
。

崔
氏
に
よ
れ
ば
七
長
寺
本
、
松
廣
本
、
仙
巖
寺
本
は
字
音
と
字
訓
の
誤
刻

と
缺
刻
、
版
面
の
磨
滅
そ
れ
に
落
丁
が
あ
る
が
、
松
廣
本
が
比
較
的
善
本

で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
三
種
で
の
漢
字
の
字
体
が
運
筆
上
非
常
に
似
て

お
り
、
共
通
点
と
し
て
は
筆
画
が
「
瘦
勁
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
上
で
、

異
同
が
著
し
い
十
八
字
を
取
り
上
げ
て
、
七
長
寺
本
と
仙
巖
寺
本
の
類
似

性
が
一
番
高
い
と
述
べ
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
最
も
全
面
的
な
研
究
の
一
つ
が
朴
（
二
〇
〇
四
）

の
研
究
で
あ
る
。
朴
氏
は
調
査
可
能
な
す
べ
て
の
伝
本
を
ま
と
め
、
さ
ら

に
諸
本
間
で
の
表
記
の
相
違
に
つ
い
て
網
羅
的
に
指
摘
し
、
さ
ら
に
『
類

合
』
の
編
纂
者
が
教
授
し
よ
う
と
し
た
「
文
字
」
と
「
語
彙
」
に
焦
点
を

当
て
、
漢
字
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
選
択
を
重
要
な
問
題
と
し
て
、
本
書

の
性
質
に
関
す
る
検
討
を
試
み
た
。

近
年
で
は
孫
熙
河
（
二
〇
〇
八
）
と
孫
（
二
〇
二
〇
）
が
新
出
資
料
で

あ
る
冶
洞
新
板
系
統
を
考
察
し
、
孫
（
二
〇
一
六
）
で
は
後
述
す
る
シ
ー

ボ
ル
ト
本
の
書
誌
と
語
彙
特
徴
を
紹
介
し
、
文
末
に
韓
国
現
存
の
諸
本
を

並
べ
た
。

先
行
研
究
と
合
わ
せ
て
、
以
下
の
よ
う
に
諸
本
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

刊
本

時
期

字
数

種
類

大
東
急
記
念
文
庫
本

十
六
世
紀
後
半

一
五
一
二

不
明

七
長
寺
藏
板
本

（
十
九
）

一
六
六
四

一
五
一
二

寺
刹
本

安
心
寺
本

十
七
世
紀
中
葉

一
五
一
二

寺
刹
本

仙
巖
寺
新
刊
本

（
二
十
）

十
七
世
紀
中
葉
（
？
）

一
五
一
二

寺
刹
本

靈
藏
寺
書
刻
本

（
二
十
一
）

一
七
〇
〇

一
五
一
二

寺
刹
本

松
廣
寺
開
刊
本

（
二
十
二
）

一
七
三
〇

一
五
一
二

寺
刹
本

シ
ー
ボ
ル
ト
本

一
八
三
八

一
五
一
二

洋
書

乎
隱
齋
藏
板
本

十
八
世
紀
中
葉-

末
葉
（
？
）

一
五
五
四

坊
刻
本

武
橋
新
刊
本

（
二
十
三
）

十
九
世
紀
中
葉

一
五
一
二

坊
刻
本

冶
洞
新
板
本

十
九
世
紀
中
葉

一
五
一
二

坊
刻
本

戊
申
刊
板
本

（
二
十
四
）

十
九
世
紀
中
葉-

末
葉

一
五
一
八

坊
刻
本

刊
年
未
詳
本

（
二
十
五
）

二
十
世
紀
初
の
印
出

一
五
一
二

不
明

新
旧
書
林
本

（
二
十
六
）

一
九
一
三

一
五
一
二

坊
刻
本

滙
東
書
舘
本

（
二
十
七
）

一
九
一
八

一
五
一
二

坊
刻
本

日
本
に
お
け
る
諸
本
と
そ
の
詳
細

2

本
節
に
お
い
て
は
、
筆
者
が
国
内
で
実
際
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
諸
本

を
紹
介
す
る
。

（

）
写
本

1

①

佐
野
宏
架
蔵
本

所
蔵
先

佐
野
宏
架
蔵

形
態
事
項

写
本
、
一
巻
一
冊
、
五
行
五
字
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書
写
者
・
書
写
年
代

未
詳

注
記

表
紙
「
全
羅
北
道
南
原
郡
阿
英
面
月
山
里
／
金
荣
黙
／
類

聚
…
」

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
新
出
写
本
。
五
つ
綴

じ
。
三
十
一
丁
。
奥
付
は
な
く
、
書
写
時
期
は
未
詳
。
筆
跡
か
ら
児
童
が

使
用
し
た
手
習
本
だ
と
思
わ
れ
、
本
文
の
行
間
に
落
書
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
子
供
の
漢
字
学
習
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
落
書
と
書
写
は
別
筆
で
、
墨
色
か
ら
見
て
も
時
期
は
異
な

る
。
楮
の
繊
維
が
目
立
つ
た
め
、
日
本
の
料
紙
で
あ
れ
ば
十
七
世
紀
末
か

ら
十
八
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
朝
鮮
の
料
紙
は
日
本
の
も
の
と
異

な
る
た
め
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
は
毎
半
葉
五
行
、
毎
行
漢
字
五

字
で
、
各
字
の
下
に
ハ
ン
グ
ル
の
訓
・
音
が
右
か
ら
左
へ
あ
る
。

②

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
苗
代
川
本

所
蔵
先

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
（
請
求
記
号
：
言
語

||

2
D

）

4
0
d

外
題

類
合

全

形
態
事
項

写
本
、
一
巻
一
冊
、
四
行
四
字

書
写
者
・
書
写
年
代

未
詳

注
記

奥
書
「
文
政
七
年
申
五
月
廿
三
日

此
主

朴
伊
原
」

見
返
し
紙

下
部
「
朴
氏
図
書
」

右
下
「
厭
倦
」

本
書
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
の
「
苗
代
川
本
」
と
呼
ば

れ
る
朝
鮮
語
関
連
資
料
計
三
十
三
冊
に
属
す
も
の
で
あ
る
。
大
正
六
年
に

新
村
出
が
鹿
児
島
県
日
置
郡
下
伊
集
院
村
苗
代
川
（
現
在
の
日
置
市
東
市

来
町
美
山
）
の
朝
鮮
人
帰
化
人
の
子
孫
か
ら
購
入
さ
せ
た
。
安
田
章
氏
に

よ
る
研
究
で
、
今
で
は
「
苗
代
川
本
」
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
は
文
禄
・
慶
長
の
役
に
よ
っ
て
薩
摩
藩
苗
代
川
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
陶

工
達
及
び
そ
の
後
代
が
、
母
国
で
の
風
習
や
習
慣
の
維
持
を
幕
府
か
ら
命

じ
ら
れ
た
た
め
代
々
使
用
し
て
き
た
教
科
書
等
で
あ
る
。

本
の
現
状
と
し
て
は
、
虫
食
い
や
墨
汚
れ
が
甚
だ
し
く
判
読
不
可
能
な

箇
所
も
少
な
く
な
い
。
四
つ
の
綴
じ
目
か
ら
見
る
と
和
装
本
で
あ
る
が
、

表
紙
と
本
文
の
紙
質
が
違
う
た
め
、
所
蔵
館
に
よ
っ
て
綴
じ
直
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
類
合
』
本
文
末
尾
の
裏
に
同
筆
の
六
言
漢

詩
「
引
青
風
於
六
月
、
…
客
歸
日
之
亦
近
…
」
が
あ
る
。
李
康
民
氏
が
こ

の
六
言
詩
が
本
書
伝
来
背
景
を
推
定
し
得
る
手
掛
か
り
で
あ
る
と
し
、
同

じ
く
苗
代
川
伝
来
の
写
本
『
漂
来
之
朝
鮮
人
書
文
集
』
か
ら
類
似
す
る
天

明
年
間
の
記
事
を
見
つ
け
て
、
天
明
年
間
の
漂
着
朝
鮮
人
（
全
羅
道
霊
岩

郡
秋
子
島
居
住
の
康
處
斗
外
二
十
人
）
の
帰
国
の
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
と

判
断
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
天
明
年
間
の
朝
鮮
漂
人
の
手
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
本
文
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
に
韓
国
南
部
方

言
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
の
作
成
に
は
南
部
出
身
の
朝
鮮
人
が

関
わ
っ
て
い
た
と
李
康
民
氏
は
推
測
す
る

（
二
十
八
）

。

本
文
は
毎
半
丁
四
行
、
毎
行
四
字
の
漢
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
下

に
ハ
ン
グ
ル
で
朝
鮮
語
の
訓
・
音
を
付
す
。
ま
た
し
ば
し
ば
漢
字
の
左
右

に
日
本
語
の
音
・
訓
を
片
仮
名
で
注
記
す
る
。
漢
字
の
字
数
と
内
容
か
ら

底
本
は
戊
申
刊
板
本
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
。
本
文
に
は
別
筆
の
書
き
入

れ
が
し
ば
し
ば
見
え
る
。
そ
し
て
文
字
の
左
右
に
カ
ナ
和
訓
と
朱
で
書
か

れ
た
正
字
が
し
ば
し
ば
見
え
る
こ
と
が
注
目
を
引
く
。

（

）
刊
本

2
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①

東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫

（
二
十
九
）

蔵
釋
王
寺
板

所
蔵
先

東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
（
請
求
記
号
：
漢
籍
小
倉
：

）

4
8
5
2

外
題

類
合

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
四
行
五
字

注
記

裏
表
紙
「
釋
王
寺
藏
刷
板
ニ
ヨ
リ
複
寫
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
九
月

進
平
」

本
書
は
小
倉
文
庫
所
蔵
三
冊
『
類
合
』
の
中
の
一
冊
と
な
り
、
一
冊
、

四
つ
綴
じ
、
四
周
単
辺
、
半
郭
二
十
一
．
三
×
十
五
．
四
㎝
、
黒
口
、
上

下
内
向
黒
魚
尾
、
毎
半
葉
四
行
、
毎
行
漢
字
五
字
。
行
間
界
線
な
し
。
裏

表
紙
に
「
釋
王
寺
藏
刷
板
ニ
ヨ
リ
複
寫
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
九
月

進
平
」
と
筆
写
が
あ
り
、
小
倉
進
平
氏
の
真
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
紙
質
は

厚
く
、
首
題
は
な
く
、
一
丁
表
で
は
本
文
か
ら
始
ま
る
。
文
末
の
三
十
八

丁
裏
に
黒
影
の
文
字
あ
り
。
版
面
に
磨
滅
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
綺
麗
な

状
態
で
あ
る
。
漢
字
の
字
体
が
大
東
急
記
念
文
庫
漢
字
本
に
甚
だ
し
く
似

て
い
て
、
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

奥
書
に
「
釋
王
寺
藏
刷
板
」
と
あ
る
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
本
書
は
唯

一
本
で
あ
る
。
現
在
北
朝
鮮
の
江
原
道
に
位
置
し
て
い
る
釋
王
寺
は
、
創

建
に
関
す
る
明
確
な
史
料
が
残
っ
て
は
い
な
い
が
、
高
麗
末
期
の
太
祖
李

成
桂
の
支
持
で
創
建
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
か
ら
王
室
の
祠
堂

に
指
定
さ
れ
、
十
五
世
紀
初
め
に
拡
張
し
た
後
も
勢
力
が
拡
大
し
つ
つ
、

朝
鮮
末
期
ま
で
綿
々
と
続
い
た
。

韓
国
の
印
刷
文
化
発
達
史
で
は
、
寺
院
版
が
占
め
る
割
合
が
非
常
に
大

き
く
、
残
存
す
る
『
類
合
』
の
伝
本
で
も
寺
院
版
が
半
数
以
上
を
占
め
て

い
る
。
林
（
二
〇
一
三
）
は
釋
王
寺
に
関
わ
る
書
籍
の
流
通
や
刊
行
事
例

は
、
記
録
や
実
物
を
合
わ
せ
て
十
六
世
紀
中
頃
に
な
っ
て
初
め
て
確
認
さ

れ
る
と
述
べ
て
お
り
、
具
体
的
に
十
六
世
紀
四
種
、
十
七
世
紀
五
種
、
十

八
世
紀
六
種
、
十
九
世
紀
三
種
の
計
十
八
種
に
達
す
る
書
籍
類
、
仏
経
、

仏
家
文
集
を
朝
鮮
末
期
ま
で
印
刷
を
お
こ
な
っ
た
と
述
べ
た
。

林
（
二
〇
一
三
）
が
ま
と
め
た
通
り
、
二
十
世
紀
半
ば
に
釋
王
寺
が
全

焼
す
る
前
の
『
雪
峯
山
釋
王
寺
略
誌
』
に
寺
院
が
保
管
し
て
い
た
経
板
と

印
本
に
関
す
る
記
録
の
中
に
は
「
経
板

類
合

一
〇
板
」
と
確
認
で
き

る
。
ま
た
林
は
経
板
は
全
て
焼
失
し
た
が
、
印
刷
後
に
信
徒
や
他
の
寺
院

な
ど
に
分
与
さ
れ
た
た
め
、
相
当
数
の
印
本
が
残
っ
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
と
も
述
べ
た
。
釋
王
寺
板
本
『
類
合
』
は
こ
れ
か
ら
出
る
可
能
性
が

認
め
ら
れ
る
。

と
も
か
く
王
室
と
強
い
関
係
を
も
つ
釋
王
寺
が
印
刷
し
た
『
類
合
』
の

音
・
訓
お
よ
び
漢
字
表
記
の
規
範
性
は
民
間
本
よ
り
強
い
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
と
字
体
の
相
似
度
が
高
い
と
こ
ろ
か

ら
、
本
書
の
年
代
も
現
存
『
類
合
』
の
大
半
よ
り
上
る
可
能
性
が
高
く
、

『
類
合
』
研
究
に
お
い
て
重
要
な
一
冊
だ
と
言
え
よ
う
。

②

内
藤
文
庫
蔵
冶
洞

（
三
十
）

新
板
本

所
蔵
先

関
西
大
学
総
合
図
書
館
内
藤
文
庫
（
請
求
記
号
：
L
2
1

＊
＊

＊

）

3

1
9
3
6

外
題

類
合

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
六
行
六
字

時
期

十
九
世
紀
中
葉

注
記

表
紙

右
下
「
癸
卯
十
一
月
初
九
虨
卿
」

四
周
単
辺
有
界
、
半
郭
縦
二
十
二
．
三
㎝
、
横
十
七
．
九
㎝
、
白
口
単
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魚
尾
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
漢
字
六
字
。
各
字
の
下
に
ハ
ン
グ
ル
の
訓
・

音
が
右
か
ら
左
へ
あ
り
、
首
行
に
「
類
合
」
と
あ
る
。
本
文
は
第
二
十
二

丁
表
第
一
行
で
終
わ
り
、
第
四
行
に
「
類
合
終
」
と
尾
題
が
あ
る
。
首
題

「
類
合
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
音
「
류
합
」
を
小
字
で
書
い
た
が
、
尾

題
「
類
合
」
の
漢
字
音
は
「
유
합
」
と
違
う
ハ
ン
グ
ル
表
記
と
な
る
。
版

面
は
整
然
と
し
て
、
漢
字
は
す
べ
て
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
料
紙
は
薄

い
が
、
虫
食
い
は
少
な
く
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

本
書
は
内
藤
湖
南
旧
蔵
書
で
あ
り
、
見
返
し
紙
に
「
内
閣
原
本

御
定

奎
章
全
韻
」
が
あ
る
た
め
、
目
録
に
本
書
の
書
誌
情
報
と
し
て
掲
載
さ
れ

る
が
、
本
文
か
ら
「
奎
章
全
韻
」
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

孫
（
二
〇
〇
八
）
は
新
出
資
料
と
し
て
『
類
合
』
冶
洞
新
板
本
を
考
察

し
、
刊
記
か
ら
十
九
世
紀
中
後
期
の
も
の
だ
と
推
定
し
た
。
孫
（
二
〇
〇

八
）
が
提
供
し
た
書
誌
、
漢
字
字
数
そ
し
て
ハ
ン
グ
ル
表
記
特
徴
が
、
本

内
藤
文
庫
蔵
本
に
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
冶
洞
新
板
本
坊
刻

本
に
属
す
可
能
性
が
高
い
。

日
本
国
内
に
現
存
す
る
本
書
と
完
全
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、
筑
波
大

学
中
央
図
書
館
岡
倉
文
庫
旧
蔵
本
、
東
洋
文
庫
前
間
恭
作
の
旧
蔵
本
、
国

会
図
書
館
岡
田
希
雄
旧
蔵
書
（
請
求
記
号
わ

｜

）
、
国
会
図
書

8
2
9

2

館
亀
田
旧
蔵
書
（
請
求
記
号

．

｜

）
、
書
陵
部
図
書
寮
蔵

8
2
9

1

R
6

谷
森
善
臣
の
旧
蔵
書
等
が
存
在
す
る
。

そ
の
中
で
本
内
藤
文
庫
蔵
本
が
最
も
注
目
を
引
く
の
が
、
内
藤
湖
南
本

人
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。
湖
南
は
号
で
あ
り
、
名
は
虎
次
郎
、
字
は

炳
卿
で
あ
る
た
め
、
表
紙
の
「
虨
卿
」
が
疑
問
に
思
わ
れ
る
が
、
同
文
庫

蔵
本
に
「
虨
卿
」
の
落
款
を
有
す
る
書
物
は
少
な
く
な
い
。
『
三
國
史
記

五
十
卷
』
、
『
元
史
二
百
十
卷
』
な
ど
二
十
部
も
あ
る
。
ま
た
本
文
に
お
い

て
、
朱
で
標
目
漢
字
の
右
側
に
カ
ナ
注
が
施
さ
れ
、
ハ
ン
グ
ル
音
注
の
上

に
「
音
」
と
明
示
さ
れ
る
な
ど
、
本
書
を
一
読
し
た
跡
が
見
え
る
。

③

東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
安
心
寺
本

所
蔵
先

東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
（
請
求
記
号
：
漢
籍
小
倉
：
4

）

8
5
3

外
題

類
合

全

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
五
行
六
字

時
期

十
七
世
紀
中
葉

注
記

刊
記
「
昭
和
七
年
十
二
月
十
日

印
刷
…
全
羅
北
道
全
州

郡
安
心
寺
藏
板
…
佛
教
社
韓
龍
雲
發
行
」

安
心
寺
は
全
羅
北
道
完
州
郡
に
あ
る
新
羅
の
僧
侶
慈
蔵
律
師
が
設
立
し

た
寺
院
で
あ
る
。
本
書
は
四
周
単
辺
、
内
框
縦
二
十
二
．
八
横
十
八
．
九
、

毎
半
葉
五
行
、
毎
行
漢
字
六
字
。
各
字
の
下
に
ハ
ン
グ
ル
の
訓
・
音
が
右

か
ら
左
へ
あ
り
、
首
題
は
な
く
本
文
か
ら
始
ま
る
。
版
心
は
上
下
内
向
黒

魚
尾
で
、
魚
尾
間
に
は
丁
次
の
み
が
あ
る
。
第
二
十
六
丁
表
第
二
行
で
本

文
が
終
わ
り
、
第
五
行
に
「
類
合
終
」
と
い
う
尾
題
が
あ
る
。
第
九
、
十
、

十
九
、
二
十
の
四
丁
を
欠
き
、
版
面
の
磨
減
が
甚
だ
し
い
。
刊
記
「
昭
和

七
年
十
二
月
十
日

印
刷
、
全
羅
北
道
全
州
郡
安
心
寺
藏
板
、
佛
教
社
韓

龍
雲
發
行
」
か
ら
見
る
と
、
本
書
は
地
方
の
坊
刻
本
類
に
属
す
る
と
思
わ

れ
る
。

東
洋
文
庫
の
前
間
恭
作
旧
蔵
本
に
二
冊
の
安
心
寺
本
が
あ
り
、
う
ち
の

一
冊
（
請
求
記
号
：

｜

｜

｜

）
は
缺
落
が
補
鈔
さ
れ
て

V
I
I

1

3
7

0

い
る
。
前
間
恭
作
本
人
が
補
鈔
を
お
こ
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
前
間
恭
作
は
一
八
九
一
年
に
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
し
て
韓
国
に
渡

り
、
一
九
一
〇
年
ま
で
滞
在
し
、
日
本
領
事
館
・
公
使
館
・
朝
鮮
統
監
部
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で
勤
務
し
な
が
ら
韓
国
の
古
書
を
多
く
輸
入
し
た
。
旧
蔵
書
の
大
部
分
が

現
在
は
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
白
井
（
二
〇
一
五
）
は
、
蔵
書

の
中
に
前
間
自
ら
研
究
の
た
め
に
収
集
し
た
天
下
の
孤
本
と
言
う
べ
き
書

籍
も
あ
り
、
旧
蔵
書
そ
の
も
の
が
前
間
恭
作
は
当
時
在
野
研
究
者
で
あ
っ

た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

こ
の
安
心
寺
本
『
類
合
』
は
東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
小
倉
文
庫
蔵
本
の
奥
書
に
は
「
全
羅

北
道
全
州
郡
安
心
寺
板

昭
和
七
年
十
二
月
覆
刷
」
と
の
書
き
込
み
が
あ

る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
の
奥
書
に
は
刊
記
が
な
い
が
、
版
面
か
ら
安

心
寺
本
と
確
定
で
き
、
同
大
学
図
書
館
の
書
誌
情
報
に
は
撰
者
は
柳
希
春

と
な
っ
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

④

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
シ
ー
ボ
ル
ト
本

所
蔵
先

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
（
請
求
記
号
：
言
語

||

G
5

）
9

内
題

合

形
態
事
項

大
型
本
、
（
本
文
）
十
行
十
六
字

刊
年

一
八
三
八

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
の
『
日
本
』
は
ド
イ
ツ
出
身
の
オ

ラ
ン
ダ
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
が
一
八
三
八
年
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
で
出
版

し
た
も
の
で
あ
り
、
紫
色
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
を
有
す
る
大
型
本
で
あ
る
。

縦
三
十
七
．
三
五
㎝
、
横
二
十
九
．
六
五
㎝
。
全
書
は
『
類
合
』
原
文
（
ハ

ン
グ
ル
附
）
、
漢
字
の
付
録
（
ハ
ン
グ
ル
片
仮
名
附
）
、
朝
鮮
歌
一
首
（
ハ

ン
グ
ル
附
）
、
漢
詩
歌
二
首
（
ハ
ン
グ
ル
附
）
、
そ
し
て
独
訳
『
類
合
』（
ロ

ー
マ
字
綴
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
ラ
テ
ン
語
の
書
名
、

資
料
紹
介
、
印
刷
方
法
、
由
来
そ
し
て
内
容
説
明
な
ど
の
記
述

（
三
十
一
）

が

あ
り
、
裏
表
紙
に
は
「
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
」
の
印
が
あ
る
。

『
類
合
』
本
文
は
合
計
十
頁
、
毎
半
頁
十
行
、
毎
行
漢
字
十
六
字
、
各

字
左
右
に
ハ
ン
グ
ル
で
音
と
訓
を
付
し
て
い
る
。
孫
（
二
〇
一
六
）
に
よ

る
と
、
こ
の
『
類
合
』
の
祖
本
は
一
八
三
二
年
に
北
京
宣
教
師
会
管
区
長

の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
神
父
が
北
京
の
朝
鮮
使
節
か
ら
得
た
も
の
で
あ
り
、
後
に

シ
ュ
リ
ン
グ
男
爵
（Schilling

von
C
anstadt

）（
一
七
八
六-

一
八
三
七
）

に
贈
与
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
シ
ュ
リ
ン
グ
男
爵
か
ら
こ
れ
を
借
り
て
使
用

し
た
も
の
と
紹
介
し
た
。

こ
の
『
類
合
』
の
底
本
に
関
し
て
、O

sterkam
p

（
二
〇
一
五
）
は
現

在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
の
所
蔵
さ
れ
る
本
と
す
る
の
に
対
し
て
、

孫
（
二
〇
一
六
）
は
冶
洞
新
板
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
後
に
孫
（
二
〇
二

〇
）
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
蔵
『
類
合
』
の
収
録
字
数
（
千
五
百

十
二
字
）
と
個
々
の
ハ
ン
グ
ル
訓
か
ら
、
諸
版
本
の
中
で
冶
洞
新
板
の
修

正
復
刻
本
に
一
番
近
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
板
面
の
磨
滅
状
態
を
見
る

と
、
冶
洞
新
板
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
『
類
合
』
を
底
本
に
し
て

修
正
し
、
復
刻
し
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
と
推
測
し
た
。

石
版
印
刷
の
た
め
の
清
書
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
中
国
人
秘
書
、
郭
成
章

(K
o
T
sching

D
schang

）
が
し
た
も
の
だ
が
、
ハ
ン
グ
ル
訓
の
間
違
い

が
少
な
く
な
い
と
孫
（
二
〇
一
六
）
は
指
摘
す
る
。
た
だ
筆
者
が
見
る
限

り
、
本
文
の
漢
字
字
体
は
冶
洞
新
板
系
と
一
致
し
、
表
紙
「
合
類
」
の
「
類
」

字
の
み
俗
字
体
「

」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
表
紙
の
清
書
は
中
国
人

郭
成
章
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

国
内
で
は
九
州
大
学
中
央
図
書
館
（
請
求
記
号
：

／

／

）

6
2
9

S

1
2

に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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⑤

東
洋
文
庫
蔵
乎
隱
齋
藏
板
本

所
蔵
先

東
洋
文
庫
（
請
求
記
号
：

｜

｜

｜

）

V
I
I

1

3
6

2

外
題

類
合

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
五
行
六
字

時
期

十
八
世
紀
中
葉-

末
葉
？

本
書
は
一
冊
二
十
六
丁
、
四
周
単
辺
、
毎
半
葉
五
行
、
毎
行
漢
字
六
字
。

各
字
の
下
に
ハ
ン
グ
ル
の
訓
・
音
が
右
か
ら
左
へ
あ
り
、
首
行
に
「
類
合
」

を
大
字
で
表
示
し
、
各
字
の
中
央
部
に
は
ハ
ン
グ
ル
「
뉴
합
」
で
漢
字
音

を
表
し
て
い
る
。
同
行
下
部
に
「
乎
隱
齋
藏
板
」
の
印
が
あ
る
。
漢
字
は

太
め
の
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

全
羅
南
道
乎
隱
齋
で
十
八
世
紀
中
期
か
ら
末
頃
に
か
け
て
刊
行
し
た
と

朴
氏
が
記
し
た
。
通
常
刊
本
の
千
五
百
十
二
字
に
な
い
四
十
二
文
字
が
追

加
さ
れ
、
合
計
千
五
百
五
十
四
字
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
刊
行
者
の
意
図

に
よ
っ
て
字
数
が
増
加
さ
れ
た
と
見
え
る
。
本
書
表
紙
の
右
下
「
前
間
氏

所
蔵
」
と
記
さ
れ
た
張
り
紙
が
あ
り
、
同
じ
く
前
間
が
収
集
し
た
板
本
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

東
洋
文
庫
蔵
武
橋
刊
本

所
蔵
先

東
洋
文
庫
蔵
（
請
求
記
号
：

｜

｜

｜

）

V
I
I

1

3
6

1

外
題

類
合

完

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
六
行
六
字

時
期

十
九
世
紀
中
葉

本
書
は
一
冊
二
十
二
丁
、
四
周
単
辺
、
半
郭
二
十
一
．
四
×
十
七
．
八
㎝
、

毎
半
葉
六
行
、
毎
行
漢
字
六
字
。
各
字
の
下
に
ハ
ン
グ
ル
の
訓
・
音
が
右

か
ら
左
へ
あ
り
、
首
行
に
「
類
合
」
を
大
字
で
表
示
し
、
各
字
の
中
央
部

に
は
ハ
ン
グ
ル
「
류
합
」
で
漢
字
音
を
表
し
て
い
る
。
版
心
は
上
下
黒
魚

尾
で
、
版
題
は
「
類
合
」
と
な
っ
て
お
り
、
数
字
で
葉
数
を
表
示
す
る
。

本
文
は
第
二
十
二
丁
表
第
一
行
で
終
わ
り
、
第
六
行
に
「
類
合
終
」
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
同
第
四
、
五
行
の
下
部
に
二
行
に
亘
っ
て
「
武

橋
／
新
刊
」
と
刊
記
が
あ
る
。
漢
字
は
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

「
武
橋
」
は
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
市
内
の
地
名
。
ソ
ウ
ル
周
辺
で
は
十
八

世
紀
末
頃
に
商
人
た
ち
が
営
利
目
的
で
本
を
刊
行
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
坊

刻
本
」
で
、
薄
利
多
売
の
た
め
、
形
態
か
ら
素
材
ま
で
粗
末
で
あ
る
。
中

央
地
域
の
坊
刻
本
は
官
版
と
は
質
が
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
地
方
の
坊
刻

本
よ
り
は
状
態
が
比
較
的
良
い
。
坊
刻
本
は
主
に
木
板
や
活
字
印
刷
で
、

朝
鮮
後
期
の
読
書
人
口
の
拡
大
に
よ
る
図
書
の
需
要
に
応
じ
て
、
児
童
用

教
材
や
礼
儀
書
な
ど
の
実
用
書
を
多
く
刊
行
し
た
。
朴
氏
と
孫
氏
は
、
正

確
な
刊
行
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
表
記
形
態
か
ら
見
る
と
十
九
世
紀
末

で
近
代
方
言
だ
と
推
測
す
る
。

筆
者
が
調
査
し
た
限
り
、
東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
（
請
求
記
号
：

漢
籍
小
倉
：

）
そ
し
て
龍
谷
大
学
（
請
求
記
号
：

．

4
8
5
4

2
2
1

0

／
チ
ヤ
ム
｜

／

）
に
も
『
類
合
』
武
橋
刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

8

C

9

東
洋
文
庫
蔵
本
の
裏
表
紙
に
「
昭
和
十
六
年
九
月
一
日

幣
原
坦

（
三
十
二
）

殿
恵
貺

東
洋
文
庫
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文

庫
蔵
本
の
裏
表
紙
に
「
本
書
ハ
徐
四
佳
ノ
作
ナ
リ
ト
傳
フ
」
の
付
箋
貼
り

込
み
が
あ
る
。

ま
た
筆
者
が
所
蔵
す
る
一
冊
を
始
め
、
版
面
、
字
数
そ
し
て
ハ
ン
グ
ル

訓
か
ら
考
察
す
れ
ば
武
橋
刊
本
と
同
一
板
木
を
使
用
し
た
と
判
断
さ
れ
る

が
、
刊
記
に
「
新
刊
」
の
み
記
さ
れ
た
『
類
合
』
が
存
在
す
る
。
こ
の
類

の
『
類
合
』
は
国
会
図
書
館
（
請
求
記
号
：

｜

）
と
早
稲
田
大

8
5
3

5



- 114 -

学
図
書
館
特
別
資
料
室
加
藤
諄
旧
蔵
（
請
求
記
号
：
文
庫

2
4

A
0

）
等
が
あ
る
。

4
6
9

日
本
人
が
関
わ
っ
た
『
類
合
』
類

3（

）
東
洋
文
庫
蔵
行
智
本
『
千
字
類
合
』

1

①

書
誌

本
書
は
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
の
貴
重
書
（
請
求
記
号
：
三
｜

｜

）

E

2
4

で
あ
り
、
「
国
語
」
の
分
類
に
属
す
。
一
巻
一
冊
の
筆
写
本
、
大
和
綴
、

毎
半
葉
四
行
、
毎
行
五
字
計
千
五
百
十
二
字
を
収
録
し
た
善
本
で
あ
る
。

表
紙
に
は
『
千
字
類
合
』
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
朝
鮮
本
『
類
合
』

で
あ
り
、
後
述
す
る
貝
原
益
軒
著
『
千
字
類
合
』
と
は
全
く
異
な
る
書
物

で
あ
る
。
筆
者
は
行
智
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。

裏
表
紙
に
は
ハ
ン
グ
ル
の
子
音
と
母
音
、
お
よ
び
子
音
と
母
音
の
組
み

合
わ
せ
の
ハ
ン
グ
ル
字
母
を
「
初
終
聲
」
「
初
聲
」
「
中
聲
」
「
初
中
聲
合

用
作
字
例
」
そ
し
て
「
初
中
終
三
聲
合
用
作
字
例
」
と
一
覧
に
書
い
て
い

る
。
各
ハ
ン
グ
ル
字
母
の
左
と
右
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
発
音
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
カ
ナ
注
は
ハ
ン
グ
ル
の
発
音
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
特
に
有
気
音
と
無
気
音
、
濁
音
と
清
音
の
表
記
に
相
違
が
あ
る
と
こ

ろ
、そ
し
て
現
代
で
は
消
え
た
ハ
ン
グ
ル
を
記
録
し
た
の
が
注
目
を
ひ
く
。

本
文
は
三
十
八
丁
表
ま
で
だ
が
、
欠
葉
が
あ
る
。
一
丁
表
の
右
下
に
「
木

村
正
辞
図
書
」（

三
十
三
）

の
蔵
書
印
が
あ
る
。
各
漢
字
の
下
に
左
か
ら
右
へ
と

ハ
ン
グ
ル
で
音
・
訓
を
示
し
て
い
る
。
三
十
九
丁
表
か
ら
「
千
字
類
合
檢

畫
索
引
」
が
続
く
。
内
容
は
題
目
の
通
り
、
本
文
収
録
字
を
筆
画
数
で
検

索
で
き
る
索
引
で
あ
り
、
各
字
の
下
に
丁
数
が
裏
表
と
表
示
さ
れ
る
。

奥
書
に
本
書
の
由
来
を
紹
介
し
た
記
述
が
見
え
る
。
①
「
朝

千
字

類
合
一
卷
／
司
天
臺
足
立
信
順

（
三
十
四
）

藏
本
ヲ
以
テ
書
寫
シ
／
且
撿
尋
ニ

便
セ
ム
ガ
為
ニ
／
画
引
目
安
ヲ
加
フ
ル
者
也
／
時
ニ
文
政
二
年
己
卯
五
月

廿
二
日
／
聲
明
書
院
ニ
記
ス
／
實
國
創
學
行
智
」
②
「
天
保
十
一
年
庚
子

初
秋
購
求
／
得
之
於
北
峰
梅
塢
老
人

（
三
十
五
）

」
と
記
す
。
行
智
と
い
う
人

物
が
文
政
二
年
に
足
立
信
順
所
蔵
本
を
書
写
し
た
本
書
が
、
天
保
十
一
年

に
某
氏
に
行
智
の
門
下
生
荻
野
八
百
吉
か
ら
買
わ
れ
た
経
緯
が
わ
か
る
。

奥
書
に
続
い
て
ハ
ン
グ
ル
の
発
音
特
徴
と
四
声
の
関
係
を
記
す
：
①

「
平
聲
哀
而
安
／
上
聲
音
厲
而
舉
／
去
聲
清
而
遠
／
入
聲
直
而
促
／
諺
觧

亦
同
」
「
平
上
去
入
如
人
自
平
地
升
上
行
去
還
入
之
意
」
。
四
十
丁
表
に
こ

れ
に
続
く
ハ
ン
グ
ル
声
調
の
記
録
が
見
え
る
：
①
「
각

角
／
初
」
②

カ
ク

「
학

鶴
／
終
」
③
「
가

기

그

겨

그

듸

희

」
④
「
几
字

ハ
ク

カ

キ

ク

ケ

コ

チ
イ

ホ
イ

音
高
低
皆
以
字
傍
點
之
有
無
多
少
為
準
／
平
聲
無
點
／
上
聲
二
點
／
去
聲

入
聲
皆
一
點
」

②

行
智
に
つ
い
て

行
智
は
『
国
史
大
辞
典
』
、
『
佛
教
大
辞
彙
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時

代
後
期
の
修
験
者
で
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
江
戸
浅
草
福
井
町
に

生
ま
れ
た
。
著
述
も
少
な
く
な
く
、
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
の
は
悉
曇
学

で
、
旧
来
の
習
弊
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
語
学
と
し
て
の
要
点
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
努
め
た
。
著
書
に
『
校
本
悉
曇
字
記
』
一
巻
、
『
悉
曇
字
記
真

釈
』
な
ど
特
に
悉
曇
学
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
門
下
に
は
荻
野
梅
塢
等

が
お
り
、
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
。

行
智
が
本
書
を
書
写
し
た
後
は
、
本
来
の
識
字
教
科
書
と
し
て
で
は
な

く
、
む
し
ろ
ハ
ン
グ
ル
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
と
推
測
で
き
る
。
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修
験
者
と
し
て
真
言
経
典
を
読
む
た
め
に
悉
曇
音
を
習
得
し
、
そ
し
て
漢

字
音
に
興
味
を
持
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
本
書
に
見
え
る
書
き
込
み
か
ら
、

相
当
研
究
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

行
智
の
音
韻
学
研
究
に
関
し
て
は
渡
邊
英
明
『
行
智
師
の
音
韻
研
究
概

説
』
（
上
・
下
）
に
詳
し
い
解
明
が
あ
り
、
渡
邊
氏
に
よ
れ
ば
行
智
は
僧

侶
の
中
で
音
韻
学
研
究
が
勃
興
し
た
時
代
に
生
き
、
そ
の
中
で
行
智
は
早

く
も
悉
曇
音
韻
が
国
語
音
韻
と
関
係
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
三
十
九
歳
の

年
に
著
し
た
『
字
記
真
釈
』
に
お
い
て
、
朝
鮮
字
音
、
漢
字
音
（
韻
鏡
研

究
）
、
西
蔵
字
音
、
蒙
古
字
音
な
ど
と
悉
曇
字
音
の
対
訳
音
韻
研
究
を
縦

横
無
尽
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（

）
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
松
澤
本
『
千
文
類
合
』

2

①

書
誌
情
報

本
書
は
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
（
請
求
記
号
：

：

）

5
D

1
9

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
巻
一
冊
の
筆
写
本
で
あ
り
、
縦
二
十
七
㎝
、
横

二
十
㎝
の
大
和
綴
本
で
あ
る
。
毎
半
葉
に
は
四
行
あ
り
、
各
行
に
は
六
字

ず
つ
、
計
千
五
百
十
二
字
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
状
態
は
綺
麗
で
あ
り
、

表
紙
は
朝
鮮
本
よ
り
も
明
る
い
黄
色
の
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
厚
手
の

楮
紙
と
思
わ
れ
る
。
袋
綴
じ
の
中
に
は
、
所
々
に
枯
れ
葉
が
挟
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
千
文
類
合
』
本
文
は
三
十
八
丁
表
ま
で
で
欠
葉
が
あ
る
。
三
十
八
丁

裏
か
ら
「
文
政
二
年
己
卯
五
月
十
八
日
／
以
足
立
信
順
手
冩
之
本
書
冩
之

了
寳
國
創
學
行
智
」
と
奥
書
が
あ
り
、
三
十
九
丁
表
に
は
「
天
保
七
年
丙

申
五
月
訪
行
智
阿
闍
梨
／
談
話
次
及
朝
鮮
國
古
今
之
字
／
出
嘗
自
冩
所
秘

藏
千
文
類
合
一
本
示
予
／
則
請
之
所
寫
也
／
松
澤
義
章
」
「
足
立
信
順
ハ

司
天
臺
ノ
官
人
也
」
と
あ
る
。
表
紙
右
肩
に
「
唯
一
本
而
已
」
と
墨
書
が

あ
る
。
本
書
は
松
澤
義
章
が
模
写
し
た
も
の
と
推
測
で
き
、
ま
た
丁
数
等

の
書
誌
情
報
と
合
わ
せ
て
、
上
記
東
洋
文
庫
行
智
『
千
字
類
合
』
は
本
書

の
祖
本
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
。

各
漢
字
の
下
に
左
か
ら
右
へ
と
ハ
ン
グ
ル
で
音
・
訓
を
示
し
、
音
と
訓

と
区
別
す
る
た
め
に
朱
で
縦
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
刊
本
と
写

本
に
見
え
な
い
特
徴
で
、
松
澤
義
章
が
朝
鮮
語
母
語
者
で
な
い
た
め
線
を

引
い
た
の
か
意
図
が
不
明
で
あ
る
。
墨
で
欠
落
部
分
を
円
形
に
描
い
た
箇

所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ハ
ン
グ
ル
の
書
き
方
に
は
少
し
お
か
し
な
部
分
が

あ
り
、
松
澤
義
章
は
お
そ
ら
く
ハ
ン
グ
ル
に
未
熟
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
の

写
本
は
原
本
行
智
本
『
千
文
類
合
』
の
様
子
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
物
は
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
で
貴
重
書
と
さ
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
言
及
さ
れ
ず
、
上
記
行
智
本
に
つ
い
て
東
洋
文
庫
の
目
録
に
誤
記

が
あ
る
た
め
、
本
書
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

『
千
文
類
合
』
の
祖
本
と
な
る
行
智
本
の
底
本
と
し
て
、
司
天
台
足
立

信
順
が
所
持
し
て
い
た
『
類
合
』
が
存
在
し
た
と
い
う
事
実
は
、
朝
鮮
の

書
物
で
あ
る
『
類
合
』
が
、
貝
原
益
軒
や
朝
鮮
人
以
外
の
経
路
を
通
じ
て

日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

成
書
経
緯

文
政
・
天
保
に
一
般
の
研
究
者
は
写
本
一
冊
を
入
手
す
る
為
に
も
奔
走

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
『
千
文
類
合
』
の
奥
書
に
「
…
訪
行

智
阿
闍
梨
／
談
話
次
及
朝
鮮
國
古
今
之
字
／
出
嘗
自
冩
所
秘
藏
千
文
類
合

一
本
示
予
／
則
請
之
所
寫
也
…
」
あ
る
よ
う
に
、
本
書
の
成
書
の
き
っ
か

け
は
阿
闍
梨
行
智
と
松
澤
義
章
が
「
朝
鮮
国
の
古
今
字
現
象
」
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
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「
古
今
字
」
と
は
、
東
漢
の
鄭
玄
に
よ
っ
て
初
め
て
用
い
ら
れ

（
三
十
六
）

、

訓
詁
学
の
用
語
と
し
て
、
同
じ
用
語
が
違
う
時
代
の
文
献
に
お
い
て
漢
字

表
記
が
異
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
「
古
」
と
「
今
」
は
動
態
的
な
概
念
で
あ
る
た
め
、
清
代
ま
で
に

な
る
と
学
者
に
よ
っ
て
解
釈
が
様
々
に
見
え
る
。

こ
こ
で
い
う
「
朝
鮮
国
古
今
之
字
」
は
、
ハ
ン
グ
ル
を
指
す
可
能
性
も

あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
松
澤
義
章
の
手
書
き
の
ハ
ン
グ
ル
に
未
熟
さ

が
見
ら
れ
る
た
め
、
「
訓
民
正
音
」
を
文
字
学
的
に
探
求
す
る
高
度
な
能

力
は
松
澤
に
備
わ
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
と
感
じ
る
。

一
方
、
当
時
の
日
本
で
は
、
御
家
流
の
多
用
や
中
国
由
来
の
漢
字
規
範

の
衰
弱
な
ど
に
よ
り
、
社
会
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る
漢
字
の
形
が
多
様
化

し
、
「
異
体
字
現
象
」
が
急
増
し
た
。
学
者
や
僧
侶
の
間
で
も
異
体
字
に

つ
い
て
広
く
議
論
し
て
い
た
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
は
、
当

時
の
日
本
の
文
字
生
活
か
ら
見
て
「
異
様
な
」
漢
字
い
わ
ゆ
る
異
体
字
に

思
わ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
『
類
合
』
の
編
纂
と
刊
行

に
つ
い
て
は
、
中
央
で
厳
密
な
校
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
学

習
者
へ
の
配
慮
や
教
え
る
側
の
都
合
に
よ
っ
て
諸
本
間
の
字
体
に
不
揃
い

の
も
の
が
多
く
あ
る
。
そ
れ
で
そ
の
特
徴
が
日
本
の
学
者
の
目
に
と
ま
り
、

考
察
す
る
対
象
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
「
朝
鮮
国
古
今
之
字
」
が
文
政
・

天
保
年
間
に
観
察
で
き
た
朝
鮮
半
島
の
古
今
字
現
象
を
指
す
の
か
、
あ
る

い
は
日
本
と
朝
鮮
の
用
字
の
違
い
を
指
し
て
い
る
の
か
は
、
同
時
代
の
文

字
資
料
を
使
用
し
て
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
行
智
と
松
澤
義
章
が
ど
の
字
を
「
古
今
字
」
と
認
識
し
議
論
を

お
こ
な
っ
た
の
か
、
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
書
物
か
ら
で

は
残
念
な
が
ら
知
る
由
も
な
い
。

（

）
貝
原
益
軒
『
千
字
類
合
』

3

①

書
誌
と
出
版
情
報

貝
原
益
軒
に
は
全
集
や
著
作
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
千
字
類
合
』

（
一
六
九
二
）
と
い
う
著
書
が
あ
る
。
本
書
は
『
類
合
』
を
も
と
に
し
て

お
り
、
藤
本
（
一
九
九
六
）
は
確
認
で
き
る
『
類
合
』
諸
本
の
う
ち
旧
本

系
統
本
を
底
本
に
し
た
も
の
か
と
推
定
し
て
い
る
。

筆
者
が
調
査
し
た
『
千
字
類
合
』
漢
検
漢
字
文
化
研
究
所
蔵
本
は
木
板
、

四
周
双
辺
、
内
框
縦
二
十
二
．
三
㎝
横
十
五
．
〇
㎝
、
有
界
四
行
八
字
、

内
題
に
「
朝
鮮
國
正
本
」
と
あ
り
、
巻
頭
は
「
千
字
類
合

敘
」
「
千
字

類
合

目
録
」
に
続
い
て
本
文
が
は
じ
ま
る
。
標
目
漢
字
に
対
し
て
右
側

に
漢
字
音
、
左
側
に
訓
読
が
あ
る
。
右
下
に
訓
読
符
号
、
そ
し
て
左
下
と

右
下
に
連
読
符
号
が
付
さ
れ
た
標
目
漢
字
も
あ
る
。
題
簽
は
な
く
、
元
表

紙
に
「
朝
鮮
國
正
本

千
字
類
合

雒
陽
書
林
躍
鯉
堂
蔵
板
」
と
三
行
で

書
か
れ
て
い
る
。
藤
本
（
一
九
九
六
）
に
よ
れ
ば
、
本
書
に
は
初
刊
本
の

雒
陽
書
林
躍
鯉
堂
蔵
版
（
濱
田
敦
氏
旧
蔵
本
）
、
覆
刻
本
の
浪
華
書
林
醉

墨
齋
蔵
版
（
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
と
龍
谷
大
学
蔵
本
）
、
そ
し
て
十
九

世
紀
前
半
の
後
印
版
書
肆
尚
書
堂
堺
屋
仁
兵
衛
製
本
（
東
京
大
学
総
合
図

書
館
蔵
本
）
の
三
種
が
存
在
し
、
い
ず
れ
も
雒
陽
書
林
日
新
堂
初
刊
本
の

板
木
を
使
っ
た
が
、
板
元
に
よ
っ
て
広
告
に
後
述
す
る
「
貝
原
翁
門
人
鶴

原
君
玉
訓
點
」
や
「
貝
原
先
生
書
」
な
ど
の
句
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
松
澤
老
泉

（
三
十
七
）

の
『
經
籍
答
問
』
に
「
享
保
中
御
官
刻
」
と
い
う

記
録
が
あ
る
。
も
し
官
版
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
『
千
字

類
合
』
の
位
置
付
け
と
実
際
の
流
布
状
況
を
具
象
化
で
き
る
記
録
と
な
る
。

『
千
字
類
合
』
刊
本
の
分
布
は
比
較
的
多
く
、
今
で
も
古
書
市
場
に
出

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
筆
者
が
各
目
録
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
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た
結
果
は
、
初
刊
本
の
雒
陽
書
林
躍
鯉
堂
蔵
版
は
現
在
漢
検
漢
字
文
化
研

究
所
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
館
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書

館
、
重
山
文
庫
、
三
次
市
立
図
書
館
、
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
に
一
冊

ず
つ
あ
る
。
覆
刻
本
の
浪
華
書
林
醉
墨
齋
藏
版
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
と
龍
谷
大
学
禿
氏
文
庫
以
外
、
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
の
谷
森
本
に
一
冊

あ
り
、
国
会
図
書
館
東
京
館
に
一
冊
あ
り
、
ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に

二
冊
が
あ
る
。
そ
し
て
十
九
世
紀
前
半
の
後
印
版
書
肆
尚
書
堂
堺
屋
仁
兵

衛
製
本
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
以
外
に
、
鳥
取
県
立
図
書
館
に
も
一

冊
あ
る
。
他
は
未
調
査
の
た
め
刊
本
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
以
上
か
ら

も
国
内
に
広
く
流
布
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
筆
者
が
資
料
を
調
査
す
る
中
で
、
本
書
の
写
本
が
存
在
す
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。
東
洋
文
庫
に
も
そ
れ
が
一
冊
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

行
智
筆
写
の
『
類
合
』
に
あ
た
り
、
貝
原
益
軒
『
千
字
類
合
』
で
は
な
い
。

学
習
院
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
彫
虫
居
写
本
』
の
中
に
、『
千
字
類
合
』

の
写
本
が
あ
る
。
『
彫
虫
居
写
本
』
は
佐
藤
硯
湖
が
収
集
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
文
章
を
集
め
た
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
同
書
に
は
「
四
時
讀

書
樂
」
と
「
本
朝
三
字
経
」
の
写
し
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
る
。
九
丁
表
か
ら
三
十
丁
裏
に
か
け
て
『
千
字

類
合
』
の
本
文
と
な
り
、
無
辺
、
毎
半
葉
五
行
、
毎
行
漢
字
八
字
。
三
十

丁
裏
の
『
千
字
類
合
』
本
文
が
終
わ
る
と
こ
ろ
に
、
左
下
に
「
明
治
二
十

年
一
月
中
旬
寫
佐
藤
其
三
」
の
記
述
が
あ
る
が
、
原
本
刊
本
の
叙
文
も
刊

記
も
な
く
、
本
文
框
外
に
各
部
門
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
漢

字
で
書
か
れ
て
お
り
、
仮
名
の
注
記
は
な
い
。
漢
字
の
書
き
方
は
初
刊
と

大
き
な
違
い
は
な
く
、
運
筆
上
の
癖
や
若
干
の
間
違
い
が
あ
る
程
度
で
あ

る
（
三
十
八
）

。

さ
ら
に
東
京
国
立
博
物
館
に
も
『
朝
鮮
千
字
類
合
』
（
文
政
二
年
写
）

一
冊
が
あ
る
が
、
未
調
査
の
た
め
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

②

成
書
経
緯
と
特
徴

十
五
世
紀
か
ら
朝
鮮
半
島
で
広
く
使
わ
れ
て
き
た
識
字
教
科
書
『
類
合
』

が
貝
原
益
軒
の
目
に
と
ま
り
、
字
数
を
増
や
し
、
二
十
四
類
に
分
け
る
形

と
な
っ
た
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
刊
行
期
間
を
見
る
と
、
約
二
百
年
間

に
渡
っ
て
日
本
の
寺
子
屋
な
ど
の
初
等
教
育
機
関
で
教
科
書
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た

（
三
十
九
）

。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
朝
鮮
版
を
日
本
版
に
修
正
す
る
に
あ

た
っ
て
、益
軒
が
標
目
漢
字
の
字
体
を
置
換
し
た
事
実
は
看
過
で
き
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
楊
慧
京
（
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
詳
細
を
述
べ
て
お
り
、

そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

貝
原
益
軒
は
序
文
で
『
類
合
』
の
収
録
内
容
と
漢
字
の
難
易
度
を
評
価

し
、
「
頃
偶
観
韓
人
所
輯
千
字
類
合
／
其
所
編
錄
皆
是
民
生
日
用
之
文
字

而
／
自
乾
坤
至
物
態
／
各
以
類
相
合
…
」
と
述
べ
る
が
、
『
類
合
』
に
あ

る
は
ず
の
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
字
音
と
字
訓
を
付
す
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し

て
お
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
貝
原
益
軒
が
参
照
し
た
『
類
合
』
は
漢

字
本
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
通
信
使
と
交
流
が
あ
り
、
ま

た
し
ば
し
ば
黒
田
藩
に
朝
鮮
か
ら
来
た
漂
流
民
と
の
筆
談
に
行
か
せ
ら
れ

た
貝
原
益
軒
は
、
朝
鮮
の
書
物
を
手
に
入
れ
る
機
会
は
少
な
く
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
藩
儒
時
代
か
ら
字
学
に
興
味
を
持
ち
、
晩
年
に
至
っ
て
漢

字
の
字
体
に
独
自
の
規
範
意
識
ま
で
持
っ
た
益
軒
が
朝
鮮
半
島
の
漢
字
学

に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
『
類
合
』
を
求
め
た
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な

い
。

（

）
他
形
態
の
貝
原
益
軒
『
千
字
類
合
』

4



- 118 -

貝
原
益
軒
本
人
の
字
体
規
範
意
識
と
漢
字
教
育
思
想
が
反
映
さ
れ
た
本

書
は
、
全
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
な
い
も
の
の
、
往
来
本
な
ど
の
形
と
し
て

明
治
ま
で
活
用
さ
れ
た
証
拠
が
あ
る
。

紙
面
の
制
約
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
箇
条
書
き
に
し
て
書
誌
情
報
を
紹
介

す
る
。

①

豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
往
来
本
『
類
合
千
字
文
』

外
題

類
合
千
字
文

所
蔵
先

豊
橋
市
中
央
図
書
館
（
請
求
記
号
：
／

／

／
）

0
3
1

2
5

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
縦
八
㎝
横
十
九
㎝
、
八
行
四
字

時
期

文
政
三
年

②

明
治
版
『
類
合
千
字
文
』

外
題

類
合
千
字
文

小
泉
松
塘
書

所
蔵
先

東
書
文
庫
一
冊
（
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：

｜

D
I
G

T
S

｜

）

H
B

1
8
9
3

早
稲
田
大
学
図
書
館
二
冊
（
請
求
記
号
：
ト
0
2

0
4

）

5
7
5

B
2
1
6

（
請
求
記
号
：
ト
0
2

0
4

）

5
7
5

B
2
0
2

形
態
事
項

刊
本
、
一
巻
一
冊
、
四
行
六
字

時
期

明
治
三
十
八
年

注
記
事
項

行
書
。
付
「
訓
点
付
千
字
文
」
。

『
類
合
』
の
日
本
的
受
容
と
認
識

4

『
類
合
』
は
十
七
世
紀
末
に
日
本
に
伝
来
し
、
貝
原
益
軒
に
よ
っ
て
日

本
に
適
し
た
識
字
教
科
書
に
改
編
さ
れ
、
そ
の
後
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ

て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
朝
鮮
本
は
朝
鮮
人
が
暮
ら
す
地
域
で

も
、
漢
字
入
門
書
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
。
日
本
の
国
語
学
者
た
ち
も
、

本
書
に
興
味
を
示
し
、
行
智
師
の
よ
う
に
朝
鮮
漢
字
音
と
ハ
ン
グ
ル
の
習

得
教
材
と
し
て
使
用
し
た
者
も
い
れ
ば
、
松
澤
義
章
の
よ
う
に
漢
字
の
字

体
か
ら
本
書
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
者
も
い
た
。
ま
た
、
時
代
が
下
る
に
つ

れ
て
、
明
治
前
後
の
韓
国
と
関
わ
っ
た
官
僚
や
学
者
に
と
っ
て
は
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
一
冊
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
『
類
合
』
が
『
新
増
類
合
』
の
略
称
で

あ
る
と
い
う
誤
解
が
韓
国
語
学
の
研
究
者
以
外
の
方
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
混
同
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
は
、
『
新
増
類
合
』
の
作

者
で
あ
る
柳
希
春
の
日
本
の
韓
国
思
想
研
究
に
お
け
る
高
い
知
名
度
や
、

先
行
研
究
に
お
け
る
諸
本
整
理
の
用
語
が
曖
昧
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
檀
国
大
学
刊
単
行
本
『
新
增
類
合
』

が
国
内
の
図
書
館
に
広
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
認
識
に
差
が
生
じ
た

原
因
の
一
つ
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

終
わ
り
に

『
類
合
』
は
名
前
の
通
り
に
「
文
字
と
語
彙
を
類
別
し
て
総
合
す
る
」

書
物
で
あ
る
。

朝
鮮
で
作
ら
れ
た
漢
字
初
学
書
は
、
日
常
生
活
で
の
漢
字
を
覚
え
る
と

い
う
よ
り
、
四
書
五
経
な
ど
の
中
国
語
文
献
を
読
解
す
る
た
め
の
入
学
書

と
い
う
性
質
が
強
く
、
お
そ
ら
く
そ
ち
ら
が
主
流
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
日
本
の
場
合
は
、
漢
字
＝
和
訓
＝
日
本
語
語
彙
と
い
う
関
係
か
ら
、
必
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要
な
漢
字
が
日
常
で
の
頻
用
語
彙
と
重
な
り
、
漢
字
を
選
ぶ
と
い
う
よ
り

は
日
本
語
語
彙
を
選
別
す
る
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
か
れ
た
。
こ
の
相
違
の

中
で
、
『
類
合
』
が
海
を
渡
っ
て
伝
来
し
、
日
本
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

本
稿
は
日
本
の
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る
『
類
合
』
に
関
す
る
状
況
を
ま
と

め
て
き
た
。
さ
ら
に
『
類
合
』
か
ら
派
生
し
た
『
千
字
類
合
』
、
『
類
合
千

字
文
』
そ
し
て
『
千
文
類
合
』
の
書
誌
を
考
察
し
、
日
本
人
が
本
書
へ
関

心
を
寄
せ
た
理
由
を
考
察
し
た
。

こ
の
よ
う
な
漢
字
教
科
書
は
、
作
ら
れ
た
時
代
に
応
じ
た
文
字
表
記
、

特
に
漢
字
の
字
体
の
変
遷
を
示
し
て
い
る
点
で
、
韓
国
語
研
究
及
び
日
本

語
研
究
に
資
す
る
重
要
な
語
学
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
漢
字

文
化
圏
に
お
け
る
漢
字
発
展
史
の
一
環
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
も
注
目

さ
れ
る
。

本
稿
に
お
け
る
新
出
『
類
合
』
の
系
統
整
理
、
ま
た
『
千
字
類
合
』
と

『
千
文
類
合
』
の
関
係
や
、
ハ
ン
グ
ル
と
仮
名
の
字
訓
と
漢
字
音
な
ど
に

つ
い
て
は
、
ま
た
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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（

）
①
佐
野
宏
架
蔵
本

1
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（

）
②
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
苗
代
川
本

1

非公開

非公開

非公開
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（

）
①
東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
蔵
釋
王
寺
板

2

（

）
③
東
京
大
学
文
学
部
小
倉
文
庫
安
心
寺
本

2

非公開

非公開

非公開



- 123 -

（

）
⑥
武
橋
刊
本
（
楊
慧
京
架
蔵
本
）

2

非公開
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（

）
漢
検
漢
字
文
化
研
究
所
蔵
『
千
字
類
合
』

3

非公開

非公開

非公開
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（

）
①
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
往
来
本
『
類
合
千
字
文
』

4

非公開

非公開

非公開
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（

）
②
明
治
版
『
類
合
千
字
文
』
東
書
文
庫
蔵
本

4

非公開

非公開

非公開
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非公開

非公開

非公開
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［
注
］

（
一
）
後
述
す
る
よ
う
に
『
類
合
』
が
存
在
し
た
形
跡
は
十
六
世
紀
初
め
ま
で
遡

及
さ
れ
る
が
、
初
刊
本
が
未
発
見
な
の
で
刊
行
年
代
が
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
朝
鮮
前
期
学
者
の
崔
世
珍
が
一
五
二
七
年
に
刊
行
し
た
漢
字
教
科
書
。
上
・

中
・
下
の
三
巻
構
成
、
各
巻
に
千
百
二
十
字
ず
つ
合
計
三
千
三
百
六
十
字
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
実
字
を
多
く
収
録
し
、
従
来
の
漢
字
教
科
書
よ
り
実
用

的
価
値
が
大
き
い
と
評
価
さ
れ
る
。

（
三
）
柳
希
春
（
一
五
一
三
年-
一
五
七
七
年
）：
朝
鮮
時
代
の
文
臣
。
字
は
仁
仲
、

号
は
眉
巌
、
死
号
は
文
節
。
全
羅
道
観
察
使
、
吏
曹
参
判
な
ど
を
歴
任
。
経

史
と
朱
子
学
の
造
詣
が
深
く
、
『
眉
巌
日
記
草
』
、
『
朱
子
語
類
箋
解
』
、
『
詩

書
釈
義
』
な
ど
の
著
書
を
残
し
た
。

（
四
）
朝
鮮
前
期
の
文
臣
柳
希
春
が
一
五
七
六
年
に
『
類
合
』
を
増
補
・
修
正
し
、

ほ
ぼ
倍
の
字
数
三
千
字
を
収
録
し
編
纂
し
た
漢
字
入
門
書
。
序
文
と
跋
文
で
、

従
来
の
『
類
合
』
に
必
要
な
漢
字
が
多
く
漏
れ
て
お
り
、
ま
た
尊
仏
排
儒
の

内
容
が
あ
る
か
ら
編
纂
に
至
っ
た
と
い
う
。

（
五
）
阿
辻
哲
次
（
二
〇
〇
九
）
『
漢
字
文
化
の
源
流
』
、
丸
善
株
式
会
社
、
一
〇

八
頁

（
六
）
既
に
同
時
代
の
知
識
人
に
こ
の
評
価
を
さ
れ
た
：
「
千
字
／
梁
朝
散
騎
常

侍
周
興
嗣
所
撰
也
／
摘
取
故
事
／
排
比
為
文
則
善
矣
／
其
在
童
稚
之
習
／
僅

得
学
字
而
已
／
安
能
識
察
故
事
属
文
之
義
乎
…
雖
曰
類
合
諸
字
／
而
虚
多
実

少
／
無
従
通
諳
事
物
形
名
之
実
矣
」（
崔
世
珍
『
訓
蒙
字
会
』
引
）

（
七
）
安
秉
禧
、
一
九
九
二
：
四
〇
九
頁

（
八
）
徐
居
正
（
一
四
二
〇-

一
四
九
二
年
）：
字
は
剛
仲
、
四
佳
亭
と
号
し
た
。

（
九
）
（
一
七
六
二-

一
八
三
六
）
朝
鮮
後
期
『
経
世
遺
表
』
、『
牧
民
心
書
』
、『
与

猶
堂
全
書
』
な
ど
著
し
た
儒
学
者
、
実
学
者
で
あ
る
。
朝
鮮
後
期
実
学
思
想

を
集
大
成
し
た
人
物
と
評
価
さ
れ
る
。

（
十
）
凡
若
此
類
／
蒙
稚
無
知
何
以
辨
矣
／
聚
而
類
之
／
則
互
相
映
発
／
散
而
乱

之
／
則
互
相
眩
惑
／
余
曰
／
周
興
嗣
千
字
文
／
不
如
徐
居
正
類
合

（
十
一
）
오
세
현

(

二
〇
一
八)

、
「
화
정(

華
政)

」

과

「
유
합(

類
合)

」
、
서

울
학
연
구(

七
〇)

、
一
〇
一-

一
三
九

（
十
二
）
「
…
此
蓋
古
臣
名
徐
四
佳
集
字
之
文
／
而
実
初
学
指
南
之
書
也
／
…
不

肖
孫
重
福
七
十
一
歳
／
拝
手
敬
跋
…
」

（
十
三
）
朴
亨
翌
（
二
〇
〇
四
）
『
韓
国
の
辞
書
と
辞
書
学
』
、
ソ
ウ
ル
、
ウ
ォ
ル

イ
ン
（
六
一
頁
）

（
十
四
）
藤
本
（
一
九
九
〇
）
：
「
…
筆
者
は
そ
の
成
立
年
代
を
十
五
世
紀
中
葉
の

文
運
隆
昌
の
時
期
と
推
量
す
る
が
、
こ
れ
は
『
類
合
』
の
撰
者
に
徐
居
正
を

擬
す
伝
承
に
も
合
致
す
る
。
…
」

（
十
五
）
安
秉
禧
（
一
九
七
二
）「
新
増
類
合

解
題
」
、『
影
印
新
增
類
合
』
、
檀

国
大
学
東
洋
学
研
究
所

（
十
六
）
「
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学
者
、
本
草
家
、
庶
民
教
育
家
。
筑
前
国
福
岡

藩
士
。
（
中
略
）
名
は
篤
信
、
字
は
子
誠
、
通
称
は
は
じ
め
助
三
郎
、
二
十

六
歳
で
剃
髪
し
て
柔
斎
と
称
す
る
こ
と
十
余
年
、
結
婚
し
蓄
髪
し
て
の
ち
藩

主
よ
り
久
兵
衛
（
祖
父
の
通
称
）
を
賜
わ
っ
た
。
以
後
損
軒
と
号
し
、
晩
年

致
仕
後
に
益
軒
と
改
め
た
」
（
『
国
史
大
辞
典
』
参
照
）
。
本
稿
で
は
、
読
者

の
便
宜
を
考
え
、
あ
え
て
「
貝
原
益
軒
」
と
「
益
軒
」
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

（
十
七
）
元
禄
五
年
に
貝
原
益
軒
が
著
し
た
識
字
教
科
書
。
初
刊
本
の
雒
陽
書
林

躍
鯉
堂
蔵
版
、
覆
刻
本
の
浪
華
書
林
酔
墨
斎
蔵
版
と
十
九
世
紀
前
半
後
印
版

の
書
肆
尚
書
堂
堺
屋
仁
兵
衛
製
本
の
三
種
が
存
在
す
る
。

（
十
八
）
道
林
寺
冊
板
、
五
行
八
字
（
崔
〈
一
九
九
三
〉
四
七
頁
）

（
十
九
）
十
八
世
紀
初
葉
或
は
末
葉
？
（
崔
〈
一
九
九
三
〉）

（
二
十
）
十
八
世
紀
？
（
崔
〈
一
九
九
三
〉
）
、
全
羅
南
道
方
言
反
映
（
朴
〈
二
〇

〇
四
〉）
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（
二
十
一
）
焼
失

（
二
十
二
）
全
羅
南
道
方
言
反
映
（
朴
〈
二
〇
〇
四
〉）

（
二
十
三
）
十
九
世
紀
末
（
朴
〈
二
〇
〇
四
〉）

（
二
十
四
）
増
字
：(

俄
作)

虧
乏
甚
少

破
碎(

頽
壞
潰
裂)

乎
隱
齋
藏
板
本
の

字
音
と
字
訓
に
相
似
（
朴
〈
二
〇
〇
四
〉
）
。

（
二
十
五
）
藤
本
（
一
九
八
六
）
提
起

（
二
十
六
）
朴
（
二
〇
〇
四
）
提
起

（
二
十
七
）
編
輯
兼
発
行
者
：
高
裕
相

字
音
と
字
訓
が
武
橋
新
刊
本
に
相
似
（
朴

〈
二
〇
〇
四
〉
）。

（
二
十
八
）
李
康
民
（
一
九
九
四
）
、『
朝
鮮
資
料
に
よ
る
日
本
語
の
史
的
研
究
』
、

単
行
本
、
ソ
ウ
ル
大
学
中
央
図
書
館
蔵

（
二
十
九
）
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
、
東
京
帝
国
大
学
言
語
学
科
の

教
授
を
勤
め
た
小
倉
進
平
氏
の
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
。
そ
の
う
ち

線
装
本
は
東
京
大
学
文
学
部
「
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
そ
し
て
洋
装
本
は
言

語
学
研
究
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
三
十
）
現
在
ソ
ウ
ル
市
の
西
側
に
位
置
し
、
十
九
世
紀
中
頃
に
営
利
目
的
の
坊

刻
本
の
印
刷
が
お
こ
な
わ
れ
始
め
た
。

（
三
十
一
）
原
文
（/

で
行
替
え
を
示
す
）
：
合
類/L

U
I
H
O
,/sive/

（
マ
マ
）

V
O
C
A
B
U
L
A
R
IU
M
S
IN
E
N
S
E
IN

K
O
R
IA
IA
N
U
M
C
O
N
V
E
R
S
U
M
;/

O
pus

Sinicum
origine

in
peninsula

K
orai

im
pressum

/IN
L
A
PID

E

E
X
A
R
A
T
U
M

A
S
IN
E
N
S
I/K
o
T
sching

D
schang/E

T
R
E
D
D
IT
U
M

C
U
R
A
N
T
E
/Ph.

FR
.
D
E
SIE
B
O
L
D
/(
A
nnexa

appendice
vocabulorum

K
oraianorum

Japonicorum
et
Sinensium

com
parativa)

…

筆
者
概
訳
：
合
類
／L

U
I
H
O

／
ま
た
は
／
中
国
語
か
ら
朝
鮮
語
へ
の
語

彙
／
元
々
は
朝
鮮
半
島
で
印
刷
さ
れ
た
中
国
書
／
中
国
の
石
版
／
郭
成
章
／

現
在
返
還
／
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
デ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
／
（
日
本
語
と

中
国
語
の
朝
鮮
語
を
比
較
す
る
付
録
を
添
付
）
…

（
三
十
二
）
幣
原
坦
（
一
八
七
〇-

一
九
六
三
）
：
「
明
治
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け

て
の
学
者
、
教
育
行
政
官
。
鹿
児
島
造
士
館
教
授
を
経
て
山
梨
県
立
中
学
校

長
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
な
ど
歴
任
、
つ
い
で
韓
国
政
府
学
部
学
政
参

与
官
、
文
部
省
視
学
官
兼
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
広
島
高
等
師
範
学
校
長
お

よ
び
文
部
省
図
書
局
長
な
ど
、
官
学
中
心
に
歴
任
し
た
。
著
書
に
前
記
『
南

島
沿
革
史
論
』
の
ほ
か
、
植
民
地
教
育
の
展
望
を
示
し
た
『
朝
鮮
教
育
論
』

『
殖
民
地
教
育
』
お
よ
び
『
南
方
文
化
の
建
設
へ
』
な
ど
が
あ
る
。
」
（
『
国

史
大
辞
典
』）

（
三
十
三
）
「
号
欟
斎
。
大
正
二
年
四
月
十
一
日
没
、
年
八
十
七
。
下
総
成
田
の

人
。
伊
能
頴
則
・
岡
本
保
孝
に
学
び
、
東
京
帝
大
教
授
と
な
る
。
万
葉
研
究

家
。
」（
『
近
代
蔵
書
印
譜
』
）「
蔵
書
家
で
中
国
で
散
逸
し
た
書
籍
を
収
集
し
、

現
在
そ
の
一
部
は
東
洋
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
」（
国
立
国
会
図
書
館
「
近

代
日
本
人
の
肖
像
」）

（
三
十
四
）
足
立
信
順
（
一
七
九
六-

一
八
四
一
）：
「
江
戸
時
代
後
期
の
暦
算
家
。

寛
政
八
年
生
ま
れ
。
父
信
頭
に
教
え
を
う
け
、
幕
府
天
文
方
見
習
と
な
り
、

星
鏡
儀
を
は
じ
め
て
製
作
し
た
。
著
作
に
「
由
剌
奴
斯(

ユ
リ
ウ
ス)

表
」
な

ど
。
」（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』）

（
三
十
五
）
荻
野
八
百
吉
（
一
七
八
一-

一
八
四
三
）：
「
江
戸
時
代
後
期
の
武
士
。

天
明
元
年
生
ま
れ
。
幕
臣
。
天
守
番
を
つ
と
め
た
。
仏
教
学
者
と
し
て
知
ら

れ
、
と
く
に
天
台
宗
に
精
通
し
て
寛
永
寺
の
僧
ら
に
お
し
え
た
。
「
続
徳
川

実
紀
」
編
修
に
参
加
。
天
保
一
四
年
五
月
十
五
日
死
去
。
六
十
三
歳
。
名
は

長,
董
長
。
字
は
元
亮
。
号
は
梅
塢
、
蛇
山
病
夫
。
」（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
）

（
三
十
六
）「
予
一
人
」（
『
礼
記
』
曲
礼
下
）「
鄭
箋
／
余
予
古
今
字
」

（
三
十
七
）
松
澤
老
泉
：
江
戸
後
期
の
江
戸
の
書
肆
、
和
泉
屋
庄
次
郎
の
二
代
目
。

名
は
麦
、
字
は
士
屑
。
号
は
成
楊
・
老
泉
な
ど
。
書
肆
と
し
て
当
時
の
ベ
ス
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ト
セ
ラ
ー
「
先
哲
叢
談
」
な
ど
一
四
〇
点
あ
ま
り
を
出
し
、
ま
た
著
名
な
学

者
と
も
交
流
し
て
、
自
ら
も
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
著
に
「
経
籍
答
問
」「
彙

刻
書
目
外
集
」
な
ど
。
寛
政
元
～
文
政
五
年
（
一
七
八
九
～
一
八
二
二
）
。（
『
日

本
国
語
大
辞
典
』）

（
三
十
八
）
全
編
の
前
半
は
き
れ
い
な
筆
跡
だ
が
、
後
半
は
だ
ん
だ
ん
と
乱
雑
な

字
に
な
っ
て
い
く
。
一
部
の
文
字
は
、
筆
の
力
を
入
れ
す
ぎ
て
墨
の
点
が
大

き
く
な
り
、
判
読
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
十
九
）
尾
形
裕
康
（
一
九
九
八
）
、
『
我
国
に
お
け
る
千
字
文
の
教
育
史
的
研

究

本
文
編
』、
大
空
社
：
一
七
四
頁

［
参
考
文
献
］

〈
日
本
語
文
献
〉

阿
辻
哲
次
（
二
〇
〇
九
）『
漢
字
文
化
の
源
流
』、
丸
善
株
式
会
社

李
康
民
（
一
九
九
四
）
『
朝
鮮
資
料
に
よ
る
日
本
語
の
史
的
研
究
』
ソ
ウ
ル
大
学

中
央
図
書
館
蔵

尾
形
裕
康
（
一
九
九
八
）
『
我
国
に
お
け
る
千
字
文
の
教
育
史
的
研
究
』
大
空
社

S
ven

O
sterkam

p

（
二
〇
一
五
）「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
朝
鮮
研
究

―
朝
鮮
語
関
係
の

資
料
と
著
作
に
注
目
し
て
」
（
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
シ
ー
ボ
ル
ト

が
紹
介
し
た
か
っ
た
日
本
」
報
告

ボ
ー
フ
ム
・
ル
ー
ル
大
学
所
蔵
の

シ
ー
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

白
井
順
（
二
〇
一
五
）
『
前
間
恭
作
の
学
問
と
生
涯
：
日
韓
協
約
の
通
訳
官
、
朝

鮮
書
誌
学
の
開
拓
者
』
風
響
社

藤
本
幸
夫
（
一
九
八
六
）
「
朝
鮮
童
蒙
書

―
漢
字
本
『
類
合
』
攷
、
附
影
印
」

（
『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
十
一
）

―
―
（
一
九
九
〇
）
「
朝
鮮
童
蒙
書
漢
字
本
『
類
合
』
と
『
新
増
類
合
』
に

つ
い
て
」（
『
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
と
一
般
言
語
学
』、
三
省
堂
）

安
田
章
（
一
九
六
六
）
「
苗
代
川
の
朝
鮮
語
写
本
類
に
つ
い
て

―
朝
鮮
資
料
と

の
関
連
を
中
心
に
」（
『
朝
鮮
学
報
』
三
十
九
・
四
〇
）

楊
慧
京
（
二
〇
二
二
）
「
貝
原
益
軒
『
千
字
類
合
』
の
字
体
規
範
と
『
字
彙
』

―
字
体
の
置
換
を
切
り
口
に
」
（
『
日
本
漢
字
學
會
報
』
第
四
号
）

渡
邊
英
明
（
一
九
三
七
）「
行
智
師
の
音
韻
研
究
概
説
」（
『
密
教
文
化
』
六
十
一
）

―
―
（
一
九
三
七
）「
行
智
師
の
音
韻
研
究
概
説
（
下
）
」（
『
密
教
文
化
』

六
十
二
）

「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」
国
立
国
会
図
書
館
：

https://w
w
w
.ndl.go.jp/portrait/datas/66

（
二
〇
二
三
年
三
月
十
六
日

参
照
）

『
近
代
蔵
書
印
譜
』
中
野
三
敏
編
（
『
日
本
書
誌
学
大
系
』
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九

七
八
）

『
国
史
大
辞
典
』
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九-

一

九
九
七

『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇-

二
〇
〇
二

『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一

『
佛
教
大
辞
彙
』
龍
谷
大
學
編
纂
、
冨
山
房
、
一
九
七
二-

一
九
七
四

〈
韓
国
語
文
献
〉

筆
者
注
：
著
者
は
漢
字
及
び
カ
タ
カ
ナ
に
変
換
、
文
献
タ
イ

ト
ル
等
は
原
表
記
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
日
本
語
訳
を
付

す
。
配
列
は
年
代
順
。

方
鍾
鉉
（
一
九
六
三
）『
一
簑
國
語
學
論
集
』、
ソ
ウ
ル
：
民
衆
書
舘

李
基
文
（
一
九
七
一
）『
訓
蒙
字
會
研
究
』、
ソ
ウ
ル
：
서
울
대
학
교
출
판
부

安
秉
禧
（
一
九
七
二
）
「
新
増
類
合

解
題
」
、
『
영
인
신
증
류
합(

影
印
新
增
類

合)
』、

단
국
대
학
교
동
양
학
연
구
소

安
秉
禧
（
一
九
九
二
）『
國
語
史

資
料

研
究
』、
ソ
ウ
ル
：
文
学
과

知
性
社
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崔
世
和
（
一
九
九
三
）『
漢
字

敎
本

三
書

研
究
』
ソ
ウ
ル
：
太
學
社

藤
本
幸
夫
（
一
九
九
六
）
「
日
本
刊
本
《
千
字
類
合
》
에

對
하
여
」(

『
이
기
문

교
수
정
년
퇴
임
기
념
논
총
』、
ソ
ウ
ル
：
신
구
문
화
사

朴
亨
翌
（
二
〇
〇
四
）『
한
국
의

사
전
과

사
전
학
』（
韓
国
の
辞
書
と
辞
書
学
）
、

ソ
ウ
ル
：
도
서
출
판

월
인

孫
熙
河
（
二
〇
〇
八
）
「
冶
洞
新
板
〈
類
合
〉
에

대
하
여
」
、
한
중
인
문
학
회

국
제
학
술
대
회
）

―
―
―
（
二
〇
一
六
）
「
지
볼
트

간
행

『
類
合

L
U
IH
Ŏ

』

연
구
」
（
シ
ー
ボ

ル
ト
刊
行
『
類
合

L
U
IH
Ŏ

』
研
究
）
、
水
原
：
『
書
誌
学
研
究
』
六
十

八
）

―
―
―
（
二
〇
二
〇
）「
오
스
트
리
아

국
립

도
서
관

『
유
합
』

연
구
」(

オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
『
類
合
』
研
究)

、
光
州
：
『
인
문
사
회

』

2
1

林
基
栄
（
二
〇
一
三
）「
安
邊

釋
王
寺

간
행

판
본
의

서
지
적

연
구
」

(

安
邊
釋
王
寺
刊
行
板
本
の
書
誌
的
研
究)

、
水
原
：
『
書
誌
学
研
究
』

五
十
四
）

オ
・
セ
ヒ
ョ
ン
（
二
〇
一
八
）
「
〈
화
정
（
華
政
）
〉
과

《
유
합
（
類
合
）
》
」
（
華

政
と
類
合
）、
ソ
ウ
ル
：
『
서
울
학
연
구
』
七
〇

［
付
記
］

本
稿
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
古
典
学
の
方
法

第

回

次
世
代
ロ
ン
ド
（

）
」
の
発
表
に
基
づ
い
て
修
正
し
た
も
の
で

5
8

2
5

あ
る
。
発
表
時
に
頂
い
た
多
く
の
御
意
見
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、『
類
合
』

等
の
画
像
デ
ー
タ
を
御
送
付
く
だ
さ
っ
た
李
賢
熙
教
授
、
朴
鎮
浩
教
授
な
ら
び
に

図
版
の
掲
載
を
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
よ
う

け
い
き
ょ
う
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


